
別紙 

注意事項 
・※は記入必須項目です。 
 

月ヶ瀬共助プロジェクト助成制度提案書 

・提案者の年代、提案事業の基礎情報及び提案事業の内容は、後日公表を行います。 
・頂いた提案事業について、事務局から確認する場合があります。確認に同意いただける方はメールアドレス若しくは電話番号をご記入ください。 

○ 提案者 

ふりがな  つきがせ はなこ (法人・グループによる提案の場 
合)担当者又は代表者名 

 
※氏名（又は法人
名・グループ名） 

 月ヶ瀬 花子 
※生年月日(法人の場合不要) 大正・昭和・平成・令和  ２ 年３ 月３ 日 

メールアドレス  XXXYYY＠gmail.com 電話番号  

※応募資格 1.☑月ヶ瀬地域内に住んでいる 2.□月ヶ瀬地域内に活動拠点を有する法人・グループ 

１を選択した方は自宅住所を、２を選択した方は活動拠点の所在地を記入してください。 

※住所・所在地 
（地区名） 

奈良市月ヶ瀬 尾山2350-1 丁目 番 号 
法人・グループ 
名称 

 

 

 

○ 提案プロジェクトの基礎情報 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 提案プロジェクトの内容 

 
 
 
 
 
 
 

 

裏面あり

□該当します 

※以下の項目に該当しませんか。 
暴力団奈良市暴力団排除条例（以下「条例」といいます。）第２条第３号に規定する暴力団等（以下単に「暴力 団等」といいます。）関係者  

☑該当しません 

□同意しません 
※「令和７年度月ヶ瀬共助プロジェクト助成制度」の実施要項に同意しますか。 
☑同意します 

※プロジェクトの要約（最大200字以内） 

※月ヶ瀬でプロジェクト応募に至った思い（最大200字以内） 

 月ヶ瀬に、人々が自然に集り交流し、新たなアイデアが生まれる場所が欲しい！ 

 昔からカフェは、人々のたまり場であり、文化交流の場として機能していました。ドラマ等を

みていると、みんなが集まるカフェや飲み屋があって、そこで新たな出会いがあったり、集ま

った人たちのおしゃべりの中から新しいアイデアが生まれたりする場面をよくみかけます。 

 しかし月ヶ瀬には、今現在自然に人が集まれるいわゆる常設のカフェがありません。特に目的

が無くても、おいしいメニューがあって、人がいつでも集まっているような場所があれば・・

と思っていました。 

 福祉センターで週１回、お茶とパンが楽しめるカフェを開催してくださっていて賑わっていま

すが、そういう場を、月ヶ瀬の人も地域外の人も気軽に集まれる場所でできたら、地域にとっ

ても地域外の方にとっても心地良い居場所になり、そこでの出会いが月ヶ瀬に新たな風を吹か

せるかもしれない、という希望を持っています。 

 コミュニティカフェを定期的に運営し、自然と交流が生まれるような居心地のいい場所を

創る 

 基本的に週1回定期開催するカフェを運営し、地域内外に発信することで、地域の人に

とっては心地よい居場所を創り、地域内外の方が集まり、新たな交流を産む場所にす

る。 

 地域の特産メニューの提供：月ヶ瀬の食材や伝統料理をうまく生かしながら、名物メ

ニューを作り地域内外に楽しんでもらい、月ヶ瀬の魅力を発信する。 

 イベントの開催：カフェメニューの提供にとどまらず、人が集まり交流を促すような

ワークショップも並行して企画運営して、集客と交流の機会を高める。 

※プロジェクト名 コミュニティカフェ月ヶ瀬 

記入例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○アンケート（任意） 
令和８年度の月ヶ瀬共助プロジェクト助成制度について、何で知りましたか。当てはまるものを全て選択してください。 

 

☑チラシ（新聞折り込み） □チラシ（手渡し） □チラシ
（自治会館） 

□LINE（WeLove月ヶ
瀬）  

□LINE（ローカルコープ大和高原公式） 

□チラシ（行政センター） □チラシ（手渡し） 

□その他（                         ） □友人・知人から聞いて 
□奈良市職員から聞いて 
□ローカルコープ大和高原メンバーから聞いて 

 

※プロジェクトにより見込まれる効果（最大200字以内） 

 地域に新たな居場所・交流拠点が生まれる。 

 地域内外の自然な交流・つながりによって、地域を活性化するアイデアが生まれる 

 地域との交流が少ない方の孤立が防げる、年配の方は社会的フレイルを防げる 

 月ヶ瀬の名物メニューが生まれる 

 年間を通じて、地域外の人が月ヶ瀬に来るきっかけをつくる 

 

〇プロジェクトの内容 

 月ヶ瀬に人々が自然に集り交流し、新たなアイデアが生まれるようなコミュニティカフェを創り運営する。 

 週1回定期開催するカフェを運営 

 交流を促す仕組み 

 月1で交流を促すようなイベント（マルシェやワークショップ）を開催 

 メニュー提供だけでなく、来店者同士をつなげるよう働きかける 

 地域の特産メニューの提供：月ヶ瀬の食材をうまく生かしながら、名物メニューを作り地域内外に楽しん

でもらい、月ヶ瀬の魅力を発信する 

 自家焙煎のコーヒー、地域の食材（野菜・茶・梅等）を用いた軽食を開発 

 場所候補：〇×▼の一部を間借りする想定（使用料を支払う） 

 

〇予算概算 

以下の一部に充てさせて頂けると助かります。 

 設備投資費の一部 

 機械および装置購入費 

 コーヒーロースター（ジェネシス珈琲焙煎機コーヒーロースター Gene Cafe ジェネカフェ CBR-

101A）：81,998円（税込） amazon調べ 

 メニュー開発費の一部 

 メニュー開発コンサルタント費：30,000円想定 

※プロジェクトの具体的な内容及び予算概算（最大800字以内） 

ご意見を自由にご記入下さい。 

月ヶ瀬共助プロジェクト助成制度の取り組みに関するご意見がありましたら、記載してください（自由記載） 


	裏面あり

